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新型コロナワクチン接種情報
令和５年秋開始接種

8020（ハチマルニイマル）達成者率は51.6％！食品ロスを減らしましょう
　日本では、食べられるのに捨て
られる食品、いわゆる「食品ロス」
が年間 523万トン発生しています。
食品ロスの約半分は家庭から発生
しています。食品ロスを減らすポイ
ントは「買いすぎない・作りすぎ
ない・食べ残さない」の３つです。
◇お買い物編
①買物前に食材をチェック
　冷蔵庫や食品庫にある食材を確
認してから買物に。
②必要な分だけ買う
　使う分、食べきれる量を買う。
③期限表示を知って賢く買う
　すぐ食べる食品は、商品棚の手

　令和４年度に実施された歯科疾患実態調査
の結果が発表され、８０２０運動（80 歳で20
本以上歯を残す運動）の達成者は平成 28 年
度の調査から引き続き、およそ二人に一人とい
う結果になりました。
　一方で、むし歯についての項目では、前回の
調査と比較して、55歳以上の「大人のむし歯」
が増加傾向という結果になりました。
　せっかく歯を残せても、むし歯でよく噛めな
い歯になってしまうのはとても惜しいことで
す。いつまでも自分の歯でおいしく食事をとる
ことを目標に、大人のむし歯予防に取り組み
ましょう。
◇歯みがき粉を使って丁寧に歯みがきをする
　むし歯予防の基本は、歯みがきで歯垢（プ
ラーク）を落とすことです。今は、大人のむし

歯予防向けの「高濃度フッ素」が配合された
歯みがき粉が販売されています。フッ素の力も
利用して、むし歯を予防しましょう。
◇間食の摂り方に注意
　仕事などで毎日忙しくしていると、食生活が
乱れがちです。間食の回数が多くなると、むし
歯のリスクが高くなります。間食は頻回になら
ないように気をつけましょう。なお、砂糖が入っ
た飲み物を飲む場合もこの「間食」の回数に
含まれます。
◇かかりつけ歯科医院に定期的にかかろう
　むし歯予防は、自分自身のケアだけでは限
界があります。かかりつけ歯科医院を作り、定
期的に検診やクリーニングを受けましょう。ま
た、歯科医院でフッ素塗布を受けることもおす
すめです。

栄養士だより 良い歯と健康な歯肉で 歯っぴーライフ

　 ＝保健文化センター　
◎すべての健診と10か月乳児相談は個別通知をしています。
　上記事業は予約制ですので、必ずご連絡ください。
◎健康相談・子育て相談は随時行っていますので、問い合わせ
　ください。

●健診等

●予防接種

10 月の健診・予防接種など

事業 会場 日時 対象

23日㈪ 午後

27日㈮ 午後

30日㈪ 午後

6日㈮ 10 時 30 分～11時

R5年 5月生まれ

R3年 4月生まれ

乳児健診・BCG

１歳６か月児健診

2歳児歯科検診

3歳児健康診査

乳児相談

保

保

保

保

保

保

予防接種名 会場 日程 受付時間

23日㈪

13日㈮

17日㈫、26日㈭

18日㈬

13時 10分～14時
※完全予約制です。
　希望の方は
　申し込みください。

BCG

日本脳炎

予約日

保   
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し
お
り
に
同
封
し
て
い
る
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
ド

ナ
ー
登
録
窓
口
へ
行
く
。

  

S
T
E
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２
ml
の
採
血
で
登
録
完
了
。

◇
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
に
関
す
る
支

援
事
業

　
本
市
で
は
、
骨
髄
バ
ン
ク
の
ド

ナ
ー
お
よ
び
ド
ナ
ー
が
従
事
す
る

国
内
の
事
業
所
に
助
成
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

▼
対
象

ド
ナ
ー
＝
本
市
に
住
所
が
あ
り
、

公
益
財
団
法
人
日
本
骨
髄
バ
ン
ク

が
実
施
す
る
骨
髄
バ
ン
ク
事
業
で

骨
髄
・
末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
を

完
了
し
、
証
明
書
の
交
付
を
受
け

た
方

ド
ナ
ー
（
個
人
事
業
主
を
除
く
）

が
就
業
す
る
事
業
所
＝
国
内
の
事

業
所
で
、
ド
ナ
ー
休
暇
を
与
え
た

事
業
所
（
国
・
地
方
公
共
団
体
・

独
立
行
政
法
人
を
除
く
）

▼
助
成
金
額

ド
ナ
ー
＝
骨
髄
等
の
提
供
に
係
る

検
査
、
入
院
等
に
要
し
た
日
数
１

日
に
つ
き
２
万
円（
上
限
14
万
円
）

・
18
歳
以
上
54
歳
以
下
で
健
康
状

態
が
良
好
な
方

・
体
重
が
男
性
45
㎏
以
上
／
女
性

40
㎏
以
上
の
方

※
提
供
で
き
る
の
は
20
歳
以
上
55

　
歳
以
下
で
す
。
提
供
に
は
家
族

　
の
同
意
が
必
要
で
す
。

※
病
気
や
け
が
な
ど
の
治
療
中
ま

　
た
は
処
方
薬
使
用
中
の
方
は
登

　
録
を
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

※
登
録
後
の
健
康
状
況
に
よ
っ
て

　
は
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
進
め

　
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。

◇
ド
ナ
ー
登
録
の
方
法
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E
T
P
1
　

　
ド
ナ
ー
登
録
の
し
お
り
「
チ
ャ

ン
ス
」
を
読
む
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
）。

　
日
本
で
は
毎
年
新
た
に
約
1
万

人
の
方
が
、
白
血
病
な
ど
の
血
液

疾
患
を
発
症
し
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
骨
髄
バ
ン
ク
を
介
す
る
移
植

を
必
要
と
す
る
患
者
さ
ん
は
毎
年

2
，0
0
0
人
以
上
い
ま
す
。
骨

髄
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
る
国
内

の
患
者
さ
ん
の
う
ち
、
実
際
に
移

植
を
受
け
ら
れ
る
の
は
約
6
割
で

す
。
一
人
で
も
多
く
の
患
者
さ
ん

を
救
う
た
め
に
、
一
人
で
も
多
く

の
ド
ナ
ー
登
録
が
必
要
で
す
。
移

植
を
待
つ
患
者
さ
ん
に
と
っ
て

は
、
新
た
な
登
録
が
大
き
な
希
望

に
な
り
ま
す
。
ド
ナ
ー
登
録
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◇
ド
ナ
ー
登
録
で
き
る
方

・
骨
髄・末
梢
血
幹
細
胞
の
提
供
の

内
容
を
十
分
に
理
解
し
て
い
る
方

保 
健

問い合わせは
健康増進課

保
健
師
だ
よ
り

10
月
は「
骨
髄
バ
ン
ク
推
進
月
間
」で
す

骨
密
度
測
定
の
お
知
ら
せ

　
か
か
と
の
超
音
波
検
査
で
骨
密

度
を
測
定
し
ま
す
。

〈
骨
密
度
測
定
〉

▼
日
時

11
月
１
日
㈬

①
10
時
〜
10
時
30
分

②
10
時
30
分
〜
11
時

③
11
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
中
央
公
民
館

▼
対
象
＝
市
内
在
住
の
20
歳
以
上

の
女
性
（
今
年
度
ま
だ
受
診
し
て

い
な
い
方
）

▼
申
込
方
法
＝
電
話
ま
た
は
窓
口

で
申
し
込
み

※

定
員
に
な
り
次
第
受
付
終
了
。

▼
費
用
＝
無
料

▼
対
象

　
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
接
種
日
に
次
の

要
件
を
満
た
し
て
い
る
方

①
65
歳
以
上
の
方
（
誕
生
日
の
前

日
か
ら
受
け
ら
れ
ま
す
）

②
満
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方

R4年 3月生まれ

R2年 2月21日～
3月31日生まれ

▲市ホームページ

▲ドナー登録の
しおり「チャンス」

▲クックパッド
消費者庁のページ

☎0475
（72）8321

麻しん風しん混合

25日㈬ 午後

で
、心
臓・腎
臓・呼
吸
器
の
機
能
、

ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
ィ
ル
ス
に
よ
る

免
疫
の
機
能
に
障
害
を
有
す
る
方

　
案
内
（
予
診
票
）
は
、
昭
和
32

年
10
月
1
日
〜
昭
和
33
年
9
月
30

日
生
ま
れ
の
方
、
昭
和
23
年
10
月

1
日
〜
昭
和
32
年
9
月
30
日
生
ま

れ
で
令
和
4
年
度
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
接
種
を
受
け
た
方
、
昭

和
23
年
9
月
30
日
以
前
生
ま
れ
の

方
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
予
診
票
が
送
付
さ
れ
ず
、①
、②

の
要
件
に
当
て
は
ま
る
方
は
、
市

内
の
協
力
医
療
機
関
に
あ
る
予
備

用
の
予
診
票
を
利
用
い
た
だ
く

か
、
健
康
増
進
課
に
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▼
接
種
期
間

　
12
月
31
日
㈰
ま
で
で
す
が
、
12

月
中
旬
ま
で
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
各
医
療
機
関
に
接
種
日
を
確
認

　
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
場
所

・
市
内
協
力
医
療
機
関

・
千
葉
県
内
定
期
予
防
接
種
相
互

乗
り
入
れ
協
力
医
療
機
関

※
そ
の
他
の
医
療
機
関
で
接
種
を
希

　
望
さ
れ
る
方
は
、必
ず
事
前
に
健

　
康
増
進
課
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
接
種
料
金

　
各
医
療
機
関
が
設
定
す
る
接
種

料
金
か
ら
市
の
助
成
金
１
，５
0
0

円
を
差
し
引
い
た
額

▼
持
ち
物

　
予
診
票
、案
内
文
に
付
い
て
い
る

接
種
済
証
、
接
種
に
必
要
な
料
金

▼
そ
の
他

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種

は
希
望
者
が
受
け
る
も
の
で
、
強

制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
認
知
症
な
ど
で
本
人
の
意
思
確

認
が
で
き
な
い
場
合
は
こ
の
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

　
接
種
期
間
中
に
65
歳
の
誕
生
日

を
迎
え
ら
れ
る
方
、
令
和
5
年
9

月
1
日
以
降
に
転
入
さ
れ
対
象
と

な
る
方
は
、
健
康
増
進
課
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

▶対象＝生後６か月以上のすべての方
▶接種間隔＝前回の接種から３か月以
上（初回接種除く）
▶接種回数・費用＝１回・自己負担無し
▶接種するワクチン＝オミクロン株Ｘ
ＢＢ.１系統の成分を有する 1 価ワクチ
ン（ファイザー社またはモデルナ社）
　接種券は令和４年秋以降に接種し、
接種券が無い方に順次発送していま
す。未使用の接種券が手元にある場
合は、そちらをご使用ください。
※乳幼児（６か月～４歳）・小児（５
　～11 歳）の初回接種も併せて実施
　しています。

※新型コロナワク
　チンとインフルエ
　ンザワクチンの
　同時接種が可能
　です。
※集団接種日程・
　会場の詳細、最
　新の情報は市ホームページ等でご確
　認ください。
　 市新型コロナワクチンコールセ
　 ンター
　 ☎０４７５（５３）３３５５
　 健康増進課成人保健・予防班
　 ☎０４７５（７２）８３２１

ド
ナ
ー
が
就
業
す
る
事
業
所
＝
ド

ナ
ー
が
取
得
し
た
ド
ナ
ー
休
暇
の

日
数
１
日
に
つ
き
１
万
円
（
上
限

７
万
円
）

▼
申
請
方
法
＝
骨
髄
等
の
提
供
を

完
了
し
た
日
の
翌
日
か
ら
１
年
以

内
に
、
申
請
書
に
添
付
書
類
を
添

え
て
、
健
康
増
進
課
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）
へ
提
出

問

前から取る「てまえどり」を心が
ける。
◇ご家庭編
①食品に合った温度や場所に保存
する
②冷蔵庫や食品庫の整理整頓
③食べきれる量を作る
④食材を上手に使いきる
　食材を無駄なく使う。作りすぎ
た料理はリメイク
レシピなどで工夫
する。
　食材を使い切
るレシピを参考
にしてみましょう！

№678 2023.10.19

道路に出る前にトラクター等に付いた泥や土を落としましょう。　　農業振興課農政班　　☎０４７５（７０）０３４５問

う
。
布
な
ど
は
可
燃
ご
み
に
出
し

て
く
だ
さ
い
。

・
異
物
を
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

中
に
た
ば
こ
の
吸
い
が
ら
、
電
池
な

ど
が
入
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

・
缶
、
瓶
の
袋
に
そ
れ
以
外
の
ご

み
が
入
っ
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
。

き
ち
ん
と
分
別
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

収
集
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
づ
く
り
課
環
境
対
策
班

　
☎
０
４
７
５（
７
０
）０
３
８
６

　
ご
み
出
し
の
際
は
次
の
点
に
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

・
中
身
が
入
っ
た
も
の
は
収
集
で

き
ま
せ
ん
。
食
品
は
生
ご
み
と
し

て
可
燃
ご
み
に
出
し
、
中
を
す
す

い
で
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ン
キ
の
缶
は
、
中
身
を
布
な

ど
に
含
ま
せ
て
、
空
に
し
ま
し
ょ

問

問

●地域づくり課市民協働推進班から
消費生活相談＝毎週㈪・㈫・㈬・㈮10時～12時、13時～16時
　　　　　　　中央公民館相談室（祝日、年末年始を除く）
　　　　　　　電話相談＝☎0475(70)0344
人権・行政相談＝10月19日㈭13時～16時・中央公民館相談室
交通事故巡回相談＝10月12日㈭10時～12時、13時～15時　　 
　 地域づくり課市民協働推進班　☎0475(70)0342
●子育て支援課児童家庭班から
子育て相談・ひとり親の自立支援・婦人相談（離婚前等）
電話・来所相談＝平日９時～16時
　 こども家庭相談室　☎0475(70)0328
●社会福祉協議会から
心配ごと相談＝第４㈪13時～16時（電話相談可）
税務相談＝第２㈫13時～16時
法律相談＝第２～４㈬13時～16時
心の相談＝第２㈮9時～15時
　・　　 社会福祉協議会　☎0475(70)1122（相談専用）
●山武保健所（山武健康福祉センター）から
腸内細菌検査＝毎週㈫９時～11時
エイズ検査＝10月12日㈭、26日㈭13時～13時30分
　　　　　　10月12日㈭17時30分～18時
精神保健福祉相談＝第１㈬14時30分～16時30分
　　　　　　　　   第２・４㈬14時～16時
ＤＶ相談＝電話相談　☎0475(54)2388　年末年始を除く㈪～㈮
　　　　   ９時～17時
　　　　  来所相談　毎週㈪９時～17時
障害者差別相談＝電話相談　☎0475(54)3556㈪～㈮９時～17時
　・　　山武保健所（山武健康福祉センター）　☎0475(54)0611
●税理士による無料相談
日時・会場＝10月4日㈬・18日㈬10時～15時・東金商工会館
　 千葉県税理士会東金支部　☎0475(50)6322
●ナイター無料相続登記相談
令和６年４月から相続による不動産の名義変更登記が義務化され
ます。名義変更がお済みでない方はお早めにご相談ください。
日時・会場＝毎月第２㈫18時～・東金中央コミュニティセンター
　 千葉司法書士会つくも支部　☎0475(53)3200
●行政書士無料相談
相続・遺言・贈与・家族信託などのご相談
日時・会場＝毎月第３㈭13時～15時30分・東金中央コミュニティセンター
　 千葉県行政書士会東総支部　☎090(4017)5697
●調停委員・弁護士による無料調停手続相談
金銭問題、相隣関係、交通事故、婚姻中の夫婦問題、婚姻外の男
女問題、相続等、裁判によらない紛争解決の方法である「調停」で
の相談に応じます（現在係争中のご相談はご遠慮ください）。
日時・会場＝10月15日㈰10時～15時・東金中央コミュニティセンター
　 千葉地方裁判所事務局総務課庶務係　☎043(333)5236
　 千葉家庭裁判所事務局総務課庶務係　☎043(333)5302
●大網白里市こころのお悩み相談会
（市内にお住いの方・相談無料）
日時・会場＝10月19日㈭10時～12時・保健文化センター１階
　・　 中核地域生活支援センターさんネット
　 ☎0475(77)7531　　　0475(77)7538

相談コーナー
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問 会場
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瓶
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＝要予約

問

問

FAX

　市で実施している、ごみの減量化に向けた
取り組みを紹介しますので、ご活用ください。
◇リサイクル回収倉庫
　市内４か所の公共施設内にリサイクル回収
倉庫を設置し、新聞紙や衣類などを回収して
います。
▶回収品目＝新聞紙（チラシを含む）、雑誌、
衣類、ダンボール、飲料用紙パック、コピー
用紙、雑がみ、食品トレイ
▶回収場所＝市役所、中部コミュニティセン
ター、白里出張所、農村ふれあいセンターや
まべの郷
▶利用時間＝年末年始を除く８時30分～17時
※中部コミュニティセンターおよび農村ふれあ
　いセンターやまべの郷は、休館日はご利用
　になれません。
◇リユース情報コーナー
　不要になったものを譲渡する「リユース情
報コーナー」を、市役所玄関ロビーに設置し
ています。地域づくり課で申請ができますの
で、捨ててしまう前にご利用ください。
◇廃食用油の回収
　家庭から出る廃食用油を回収しています。

ごみの減量化にご協力をお願いします

申 問

問

問

地区名 ビン・ガラス 金属類 カン ペットボトル 可燃ごみ 蛍光灯 乾電池

4日㈬

5日㈭

6日㈮

3日㈫

2日㈪

3日㈫

10日㈫

4日㈬

5日㈭

11日㈬

18日㈬

19日㈭

20日㈮

17日㈫

16日㈪

毎週㈮

毎週㈭

毎週㈪

毎週㈫

毎週㈬

毎週
㈪㈬㈮

毎週
㈪㈬㈮

毎週
㈫㈭㈯

毎週
㈫㈭㈯

11日㈬
25日㈬

12日㈭
26日㈭

13日㈮
27日㈮

10日㈫
24日㈫

6日㈮
23日㈪

10月のごみ収集日

金谷郷（１区・２区・３区・４区・５区・沓掛・旧駅前のうちJR東金線より西
側地区）・餅木・大竹・季美の森南・大網（南町のうちJR東金線より西側地区）・
北吉田・桂山・九十根・長国・下ケ傍示・細草・清水・二之袋

南玉・池田・駒込（7 区・15 区のうち JR 外房線より西側地区）・み
ずほ台（みずほ東自治会含む）・小中（小中・宮崎）・四天木・四天木甲・
四天木乙・南今泉（県道山田台大網白里線より南側地区）

大網（浜宿・新宿・南町また本宿と新田でJR東金線より東側地区・福田のうち県道山田台大網
白里線より南側地区）・金谷郷（JR東金線より東側地区）・仏島・みやこ野・経田・駒込（15区
のうち JR 外房線より東側地区および大あみハイツ）・東駒込・南飯塚・南横川・弥幾野・県道
山田台大網白里線より南側の（柿餅・北飯塚・木崎・柳橋・星谷）・富田（南）・わらび台

永田・ながた野・小中（平沢）・萱野・砂田・神房・北今泉・南今泉（県
道山田台大網白里線より北側地区）

大網（笹塚・前島・長峰・竹の下・道塚・北の谷・宮谷・内谷・前島団地・
前島区内町内会・新堀・本宿と新田のうちJR東金線より西側地区・沼向・双葉区・
福田のうち県道山田台大網白里線より北側地区）・県道山田台大網白里線より北
側の（柿餅・北飯塚・木崎・柳橋・星谷）・小西・養安寺・北横川・山口・みどりが丘・
上貝塚・清名幸谷・上貝塚柿餅入会地・上谷新田・富田（北）・富田（東）

ペッ
ト
ボ
ト
ル
は
祝
日
・
振
替
休
日
は
収
集
し
ま
せ
ん

祝
日
・
振
替
休
日
も
通
常
通
り
回
収
を
行
い
ま
す

今
月
は
収
集
を
行
い
ま
せ
ん

ごみは当日の朝8時までに決められた場所へ　　地域づくり課環境対策班　☎0475（70）0386

　蛍光灯は、散乱防止のため中身の見え
る袋に入れるか、ひも等で束ねて収集日
当日の朝８時までに集積所に出してくださ
い。ガムテープ等はがすのが難しいもので
は束ねないでください。
　また、収集日以外に処分する場合は、
回収倉庫をご利用ください。
▶回収倉庫の場所＝市役所・白里出張所・中
部コミュニティセンター・農村ふれあいセンター
やまべの郷
▶利用時間＝年末年始を除く８時30分～17時
※中部コミュニティセンターおよび農村ふ
　れあいセンターやまべの郷は施設休館日
　はご利用になれません。
　 地域づくり課環境対策班
　 ☎０４７５（７０）０３８６

10 月は蛍光灯の収集月

一度こしてから、ペットボトルに移し替えて回
収箱に入れてください。
▶回収箱設置場所＝市役所、中部コミュニ
ティセンター、白里出張所
▶利用時間＝年末年始を除く８時30分～17時
※中部コミュニティセンターは、休館日は利
用できません。
◇生ごみたい肥化装置の設置費補助
　生ごみのたい肥化装置等（コンポスト等）
の購入費用の一部を助成しています。
▶対象機器＝コンポスト容器・発酵たい肥化
装置・機械式処理機・家庭用小型せん定枝
破砕機
▶助成金＝購入額の１／２で、上限２万円
（100円未満は切り捨て）
◇資源ごみの集団回収への奨励金
　学校や子ども会、自治会等が資源ごみを
団体で回収し、業者へ売り渡した場合に、
その団体に対して奨励金を交付しています。
▶対象＝紙類・布類・瓶類・缶類
▶奨励金＝１㎏当たり３円
　・　 地域づくり課環境対策班
　☎０４７５（７０）０３８６


